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　はじめに
　この論文は前回の論文［IX］の続稿として，我が国の音楽教育界における音感や唱法並
びにその読譜指導に関する研究や論文の検索を行ない，それに対する筆者の考察を加える
作業を続行するものである。
　ところで，前回の論文［IX］では，日本音楽教育学会第17回大会（静岡大学1986）にお
ける課題研究A「唱法」の第1回目の発表を取り上げたので，今回は日本音楽教育学会第
18回大会（宇都宮大学1987）における2年目の発表を取り上げることにした。1）
　（7）諸外国における唱法の状況
　L．M．マクガレルは，まず最初に「外国の観点からみた日本の唱法論争」2）について
「何故移動ドか固定ドかというような論争が何年も続き得るのかということが大変理解し
がたい」ことであると述べている。そして，それは「外国の観点からみた場合，多分に日
本の音楽教育が有している独特な歴史的な問題（中略）が理解し損われているということ
がある」からだというように彼の見解を述べている。
　さらに彼は，「少なくとも欧米では音名は1つ階名は1つという状況は普遍的であり，
同じ名称が日本のドレミのように階名音名のために併用されるようなことは決して認めら
れない」ことなので，日本の状況はより理解しがたいのだとも述べている。
　確かに彼がいうように，「ドレミ・・…・」という名称を音名と階名の両方に用いるという
ことは，混乱を招くことは必定のことなので，「音名」と「階名」をはっきりと区別して
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おくことは当然必要なことではあるが，しかし，日本では明治以来今日まで「イロハ……」
という名称が「音名」として用いられており，「日本の音名はイロハ……である」という
ように楽典にはっきりと明記されている。したがって，日本の音名は「イロハ……」であ
り，　「音名唱」は「イロハ……音名唱」であるということに変わりはないのである。
　したがって，われわれが今日早急に解決しなければならない問題は，最近「固定ド」と
いう唱法を用いて読譜する児童・生徒が増加しつつある学校の教育現場において，教師が
「歌唱の指導における階名唱については，移動ド唱法を原則とする」という学習指導要領
に示されている読譜指導を行う場合に，「固定ド唱法」を用いて読譜する児童・生徒に対
してどのように対応するかという問題について，われわれは早急に具体的な指導方法を研
究し，対応策を示さなければならないということである。（この問題についての筆者の考
え方は後程詳しく論述することにしたい。）
　一方，彼はアメリカにおける唱法の状況を次のようにまとめている。
　ア）一般的に，音名として英語の発音によるアルファベット，階名としてドレミなどの
　　7つの音節，またそれの補助のものとして1～7の数字が用いられる。
　イ）一般教育では階名唱法が読譜指導の基盤である。アルファベット音名が教えられる
　　が，音名唱は比較的に少ない。
　ウ）器楽指導において，特に初心者の読譜指導の関係で，音名唱が遅いテンポで行なわ
　　れることがある。
　エ）上級の指導では，音の名称の使用をやめる傾向がみられる。視唱の場合にはla－la－1a
　　のような中立の音節で歌わせ，器楽のレッスンの場合に教師が同じく中立の音節で歌
　　い，あるいは他の方法（リズムをいい指揮するなど）をもって音楽内容を表し指導する。
　オ）専門教育の中の極めて希な例外を別とし，ドレミが階名としても音名としても併用
　　されることは断じてない。
　そして彼は，われわれ日本人がアメリカにおける唱法の状況を理解する場合，「アメリ
カの教育制度は（日本のように）全国的な中央集権によるものではないこと，またアメリ
カは特に現在多文化的な社会であることを念頭に入れるべきである」と述べている。
　確かに，多民族の集合体であるアメリカという国における唱法の状況のみならず，音楽
教育全般を理解しようとする場合には，このような教育制度の在り方や社会状況を理解す
ることが，極めて重要な意味を持つことになると考えられるので，日本における唱法の問
題を議論する場合においても同様に，われわれは，日本の現在の教育制度の在り方や社会
状況の実態あるいは，日本の音楽教育の歴史的な変遷などを十分に理解し考慮した上で，
研究し，議論しなければならないと筆者は考えている。
　（8）日本伝統音楽における「口唱歌（ソルミゼーション）」について
　垣内幸夫は『日本伝統音楽における「口唱歌（ソルミゼーション）」について』3）とい
う論文の中で「口唱歌の語義と定義」について述べている。その定義は横道万里雄の「唱
法分類」を用いて説明を行っており，さらに「義太夫三味線の口唱歌（＝口三味線）」に
ついては吉川英史の論文を参考にして述べている。そして彼は，彼独自の意見として『
「移動ド」唱法は歌唱学習において大変有効であり，現存するおおくの音楽は，その記憶・
伝達の際にこの方法を用いている。一方，「固定ド」唱法は，ピアノを中心とした器楽教
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育に対して有効であるが，決して多様な音楽様式に万能というものではない。』と述べて
いる。
　確かに，現在われわれが議論している「移動ド」・「固定ド」唱法の問題は，飽く迄も
日本の小・中・高校の学校における音楽（特にその中でも西洋音楽を基盤とした音楽）を
対象とした「唱法」を問題にして議論しているのであって，決して他の多様な様式の音楽
全てを範疇に入れた「唱法」を論じようとしているわけではないのである。したがって，
彼のいう「二者択一のどちらか一方をとるより，それぞれの唱法の特徴を可能な限り生か
した教授方法を，実践レベルで探求し続けることが最善の道と考えている」という意見に
は筆者も全く同感である。
　また，彼は「音楽学習の際に起こる混乱を避けるための努力を，教育実践のレベルで続
ける以外に，この問題を解決する方法はないのではないか」とも述べている。筆者も全く
その通りだと考えている。われわれは教育現場の学習者及び指導者の実態をもっと正確に
把握し，それぞれのレベルにおける具体的な対応策を抜本的に研究し，解決していかなけ
ればならないのではないだろうか。
（9）調感覚に基づく相対音感の重要性について
西沢昭男は「移動ド」と「固定ド」の問題をめぐって起きている論争について，
①
②
③
④
器楽の普及による混乱
「音名」　「階名」　「調」などの教育の不徹底
音楽系大学における「固定ド」教育の影響
明治以来の唱法の変遷にみる問題の根の深さ
以上のような4つの要因があることを指摘している。4）そして，さらに彼は「固定ド唱法
に対する疑問」として，
　①固定ド唱法の場合には「階名が音名の機能を奪ってしまう」ために「音階や調に関
　　する理論学習にとって大きな障害となる」こと。
　②　固定ド唱法でうたった場合，　「音階音のそれぞれの機能が失われて（中略）旋律の
　　ゲシタルト的把握ができないために，いわゆるく旋律感覚＞が育たない」こと。
というような2つの問題点を指摘している。
　上の②の「固定ド唱法でうたっていると旋律感覚が育たない」ということは，筆者もこ
れまでに何度も実感したことであった。
　それは，筆者が現在指導している教員養成大学（音楽科）の学生のことであるが，彼等
は固定ド唱法で実に音程正しくうたうのであるが，筆者には，そのうたっている旋律が実
に無味乾燥に聞こえ，極めて非音楽的に感じられるのである。そしてそれは，ハ長調やイ
短調以外の旋律をうたっている時により強く感じられるのである。
　したがって，筆者も基本的には，このような「固定ド音感」や「固定ド唱法」よりも
「相対音感」や「移動ド唱法」を教えるべきであると考えているが，しかし，今日の教育
現場では，すでに家庭において個人的なピアノの学習などにより，このような「固定ド音
感」が身につき「固定ド唱法」を用いることに慣れ親しんでいる教師や児童・生徒が増加
しつつある。したがって，このような教師や児童・生徒の読譜指導に対する対応の仕方を
決定する方が先決問題ではないかと筆者は考えているのである。
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　最後に彼は「階名の音名化による混乱をどうするか」という問題について，　「音名の位
置づけが明確になっていない」ことを指摘し，「音名の指導をより徹底させるようにする
ことが，（中略）将来に向けての混乱解消の糸口になるのではないか」というように示唆
している。また「移動ドの指導について」は「安易な移動ドならやらない方がましなくら
いである」というように，彼は厳しい指摘をしている。しかし，現在の学校教育の現状
（音楽の授業時間数が，小学校では週2時間，中学校では2・3年生が週1時間になって
いる）においては，相対音感を伴った移動ド唱法を徹底して指導することは不可能であり，
極めて無理な要求であるように筆者には思われる。
　さらに彼は「器楽の問題」として「指導者自らがくハ長読み＞といった安易な方法を用
いないことが第一条件である」ことを指摘するとともに，移動ド唱法を用いている者に対
しても，彼はジョン・カーウェンが推奨している「ラ唱」の活用を奨励している。筆者も
この「ラ唱」を用いることについては大いに賛成なのである。しかし，筆者は彼が提唱し
ているような用い方ではなく，「固定ド唱法」で読譜した後に用いるという方法である。
つまり，　「固定ド唱法」で読譜した場合には旋律感覚が不足がちになるが，しかし，それ
はあくまでも音の高低を正確に把握するための第一段階の方法と考え，次の段階として，
そのようにして読み出された音群を，旋律感覚を感じさせながら，より音楽的に流すため
に「ラ唱」でうたわせるという方法である。それには，ピアノ伴奏などによる和声の響き
を伴いながら「ラ唱」をさせれば，機能和声感覚が同時に養われ，より音楽的な旋律にな
ると確信している。
　㈲　二年次の課題・まとめ
　今回の日本音楽教育学会の課題研究は「唱法」について研究するということが課題であっ
たと筆者は理解していた。つまり，教育現場は「移動ド唱法か固定ド唱法か」という問題
で混乱していたからである。したがって，二者択一的な議論や二者共存（併用）的な議論
になったのであったが，村尾忠廣は「問題は，ドレミが音名にも階名にも用いられている
という日本の特殊な状況が教育現場に混乱をきたしていることであり，これにどう対処す
べきか」5）というように問題を捉え，彼は二年次の課題・討論の司会者の立場から，次の
ような「三つの選択肢」①～③を「二年次の課題・討論のテーマ」として提起し，二年次
の「発表と質疑」及び「討論（ラウンドテーブル）」を進めていった。
　①現状を改革し，音名と階名の区別を図る。
　②原則的にドレミを音名として扱い（固定ド），階名としてのドレミは専門教育など
　　で必要に応じて使用するにとどめる。
　③ドレミを階名と音名に併用し，両方を教える。
　そのため，①の問題に対してL．M．マクガレルのように「ドレミなどの音節を階名と
しても音名としても併用するのを廃止し」明確に区別すべきであるといった意見が出され
ることになったのである。しかし，前述したように，今日の日本の音楽教育界では，既に
「音名はイロハ・階名はドレミ」というように明確に区別されているので，①の問題は必
要ないということになる。また，②の問題はあまりにも独断と偏見のように思われる。さ
らに，③の問題に至っては，現在の学校の音楽教育現場では，最初から不可能な問題であ
ることは明白なことで，したがって，このようなことを議論しようといっているのではな
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く，今回われわれが問題にし，議論しなければならないことは，次の2つの問題を早急に
解決し，学校の音楽教育現場に示すことであると筆者は考えている。その問題の1つ目は
「移動ド唱法」をどのように指導すればよいか，その具体的な指導方法を現場の教師に示
すことである。2つ目は，最近「固定ド唱法」という唱法を用いて読譜する教師や児童・
生徒が多くなってきている。そこで，われわれはそのような唱法を用いて読譜をする教師
や児童・生徒に対してどのように対処（指導）すればよいかという問題を議論し，早急に
解答を示さなければならないということである。
　（11）筆者の総括的な意見
　これまで筆者は，　「我が国の音楽教育における読譜の歴史的な変遷について」というテー
マにより，長期にわたって読譜の方法及び，その指導方法について研究を行ってきた。そ
の結果，最近やっと「我が国の音楽教育における児童・生徒の読譜力や，その指導の実態」
などが少しばかり分かってきたように思われる。つまり，明治以来度重ねて行われてきた
教育制度の改革や教育内容の改善は，我が国の学校における音楽教育を大きく変化させ発
展させてきた。中でも戦後から今日にいたる我が国の急激な経済的成長は，音楽教育にお
ける鑑賞教育や器楽教育に大きな影響を及ぼしてきた。特にピアノという楽器の一般家庭
への普及率は世界一ともいわれ，そのような家庭の児童・生徒の多くは音楽教室やピアノ
の個人教師などについてピアノを習っている。
　ところが，そのような音楽教室の教師やピアノの家庭教師の中に，ハ長調のドレミとい
う階名を音名のように用いて読譜したり聴音をしたりする人が多くなってきており，その
ため，そのような教師にピアノの指導を受けている児童・生徒は，その教師と同様に「固
定ド唱法」によって読譜をしたりピアノを弾くため，「固定ド唱法」という唱法や「固定
ド」というピアノ音感を陶冶してしまっている。そのため，学校の音楽教育現場において，
「歌唱の指導における階名唱については移動ド唱法を原則とする」指導との矛盾や，移動
ド唱法を指導する場合の固定ド唱法との名称や音感の違いによる混乱などが生じてきたの
である。つまり，それらの教師や児童・生徒の多くは，音感も「固定ド」音感になってし
まっているため，相対音感としての移動ド唱法を指導したり学習したりすることに強い抵
抗を感じる（心理学でいう「負の作用」が起こる）のである。
　したがって，筆者としては，　「小学校（6年間で）は原則としてハ長調の簡単な旋律を
階名視唱できるように指導すること」とすればよいと考えている。そうすれば固定ド唱法
も階名唱として考えることができるからである。このことについては，すでに文部省の昭
和53年5月（文部省）発行の「小学校指導書音楽編」に，　「階名唱には移動ド唱法と固定
ド唱法とがあり……」6）というように説明しており，さらに，現在使用している平成元年
6月発行の「小学校指導書音楽編」でも同様に説明している。
　筆者は最近まで「固定ド唱法は音名唱法である」とばかり思い込んでいた。ところが，
前述のような「階名唱には移動ド唱法と固定ド唱法とがあり……」という小学校指導書音
楽編の説明を読んでから，　「固定ド唱法は階名唱の1種である」という考え方に変わって
きた。つまり，「ハ長調の階名は移動ド唱法であると同時に固定ド唱法でもある」という
こと。したがって，ハ長調以外（へ長調やト長調など）の楽譜を視唱する場合に，「ドレ
ミ……」という階名を用いる固定ド唱法も「階名唱の1種である」という考え方ができる
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ようになってきた。つまり，「移動ド唱法と固定ド唱法はともに階名唱である」という考
え方になってきたのである。
　しかし，実際に「固定ド唱法」でハ長調以外の楽譜を視唱している状態をよく観察して
みると，「固定ド唱法」という唱法は「ドレミ……」という「階名」をそれぞれの音に固
定した形（幹音も派生音も同じ名称）つまり，「音名」のようにしてうたっていくので，
筆者には「固定ド唱法は階名唱ではなく音名唱である」という考え方が依然として強く残っ
ているのである。しかし，「音名唱」だとすると，前述した日本の「音名唱」である「イ
ロハ音名唱」と重複することになるので，筆者は「固定ド唱法」という唱法は「音名唱」
でもなく，また「階名唱」でもないということで，当分の間「ハ長読み」という仮りの名
称で呼ぶようにしておけばよいと考えている。
　それよりも，家庭のピアノ個人指導などによって，すでに「固定ド音感」を身に付け
「固定ド唱法」に慣れ親しんでいる児童・生徒が増えつつある今日の学校の音楽教育現場
において，そのような児童・生徒に，教師がどのように「移動ド唱法」を原則として指導
するかということの方が先決問題ではないかと筆者は考えている。
　したがって，筆者は相対音感を伴った移動ド唱法については，知的理解が可能になる中
学生の段階あるいは，高校生（専門教育）になった段階から，音階理論や和声学の学習と
平行して移動ド唱法を指導すれば良いと考えている。なぜならば，移動ド唱法という唱法
は極めて知的な要素を必要とする唱法であるからである。
　しかし，だからといって，移動ド唱法が有しているような調性感（旋律感や和声感）の
養成を決して不必要だといっているわけではない。そのような感覚の養成は，より早期に
開始する方が良いということは筆者も十分承知している。しかし，そのような感覚は何も
移動ド唱法でなければ養うことができないというものではなく，「ラ唱」や「歌詞唱」あ
るいは「鑑賞」などによって十分養うことができると考えている。
　また一方，筆者は現実的な問題として，小学校の「音楽学習に必要な読譜の問題」は，
音楽学習の最終的な目的ではなく，あくまでも，音楽の学習の前段階において「楽譜に書
かれた音楽を出来るかぎり速やかに実音に返すために必要なく手段＞（方法）の一つであ
る」と考えているので，小学校では「読譜指導をする必要はない」つまり，「教師が全て
聴唱で指導すればよい」と考えている。したがって，学校以外で読譜の方法（例えば「固
定ド唱法」や「移動ド唱法」または「音名唱」や「階名唱」あるいは「楽器による読譜」
など）を既に身に付けている児童は，それを十分生かして読譜すればよいのであって，学
校で「読譜の方法」を画一的に指導しようとすることは無理であると考えている。
　しかし，音楽の基礎的な理論，つまり，長調・短調の音階理論や移調・転調などの音楽
理論を学習するために必要な読譜指導（「音名唱」や「階名唱」）は，　「音楽の基礎的な
理論の学習」として，知的理解力が旺盛になる時期の中学校の1年生から開始すればよい
と考えている。　（現在の学習指導要領では小学校の3年生からハ長調の音階を学習させる
ことになっている。）そして，中学校の2・3年生になってから，ト長調やへ長調などの
音階理論や実際にト長調やへ長調などの簡単な音楽の読譜へと指導を発展させていけばよ
いのではないかと考えている。
　つまり，読譜の方法には，歌唱や器楽の表現活動に必要（有効）なものと，音楽理論を
学習する場合に必要（有効）なものとの2通りがあり，それぞれの目的に最も有効な方法
古田：我が国の音楽教育における読譜の歴史的な変遷について［X］ 31
を選択することが望ましいということである。そのために教師は，これら2通りの読譜の
目的やその有効性及び，その指導の段階や方法などについて十分理解・認識をしておく必
要がある。
　また一方，児童・生徒の音楽的学習環境の違いによって，読譜能力にも個人差があるこ
とを教師は十分理解・認識をしておく必要がある。さらに教師は，それら児童・生徒一人
ひとりの能力に合った読譜指導を行なうようにすることが望ましい。
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